
























































































隣地境界線

縮尺工事名称
日

付 考

備
図面内容

亀山市
関の山車会館地域交流施設新築工事

7614

8108

11
99

8
45

18

92
06

凡　　例　　（仮設）

工事車両搬入経路

1800×1800

仮設敷鉄板

ガードフェンス

シートゲート　W3600　H4500

ｔ22

N

21424

X1
X27

23350

側溝

BM

道路

-260

木造　1階建て

設計GL=BM+150

増築建物

くさび緊結式（手すり先行方式）

ネット養生シート張り

仮設計画図（参考図） S=1:200

配置図 S=1/200

交通誘導員

2500

S=1:50

図面番号

既設ネットフェンス H1500

（既設ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H1800）
5733

既設石積塀

1
,
8
0
0

1,800

ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ（参考） S=1/50

19745 5609 250113474
71

51

1
4
56

0

Y17

Y1

隣地境界線
▽

隣地境界線▽ 隣地境界線▽

△

道
路

境
界

線
▽

△
道

路
境

界
線

△ 隣地境界線 13887

道路 83
25

門

門

20
55

枠組み本足場（手すり先行方式） W=900

W=600

ガードフェンス ガードフェンス

ガードフェンス

ガードフェンス

隣地境界線 18562

▽

△

隣
地

境
界
線

10
03

9

ガ
ー

ド
フ
ェ
ン

ス

ガードフェンス

約20人

隣接建物

隣接建物

隣接建物

隣接建物

Ａ－４４



図面番号縮尺工事名称
日

付 考

備
図面内容

関の山車会館地域交流施設新築工事亀山市

■SD295A D10～D16

普通ポルト

ランドセメント

基礎、はり側、柱、壁

シリカセメント

高炉セメント

5.0N/mm2

注）1　片持ばり、庇、スパン9.0m以上のはり下は、工事監理者の指示による。

□特殊デッキプレート

□キーストンプレート　　型式　　　　　厚

□0.9F　□1.0F

□0.9F　□1.0F

□0.9F　□1.0F

□0.9F　□1.0F

□0.9F　□1.0F

設計溶接強度

○使用箇所の詳細については別途図示とする。

□普通：F10T　□特殊：S10T　認定品（□Ｍ12　□Ｍ16　□Ｍ20　□Ｍ22　□Ｍ24 ）

(5)ボ　ル　ト

□高力ボルト

□中ボルト

□ＡＬＣ版　　厚

(6)屋根、床、壁

□デッキプレート(床)　　型式　　　　　厚

□折　　版　　Ｈ＝　　　厚

φ＝　　Ｌ＝　　mm　　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁 ）

使用箇所

屋根・床・壁

高力ボルト導入張力確認試験　　□要　□否

高力ボルトすべり係数試験　　□要　□否

Ｍ－１２　 Ｍ

丸　　鋼

異 形 鉄 筋

高強度せん断補強筋

溶接金網(JIS G 3551)

(4)鉄　骨

□BCR295　□BCP235　□

□STKR400　□STKR490　□

□SM490A　□SN490B.C　□

□SS400　□SM400　□SN400A.B.C

使用箇所

ダイアフラム

種　　類

梁・柱

柱

横補剛

現場溶接

□有　□無

□有　□無

□有　□無

□有　□無

□有　□無

D19以上

D19～D22

□SD295B

□SD345

拡底杭□オールケーシング□拡底杭コンクリート Fc N/ｍm2

在
置
期
間
の
平
均
気
温

□リバースサーキュレーション

□アースドリル□ミニアース

杭の先端の深さ(m)

（□打ち込み　□載荷 ）　　本

杭径(mm) 設計支持力(kN)

コンクリート杭

杭仕様□施工計画書承認□杭施工結果報告書

試験杭　（□有　□無 ）

スランプ

鉄筋 主筋

HOOP

SD

SD

セメント量　　　kN/ｍ3

特記事項本数

日本建築センター認定
第　　　号

　年　月　日
□手掘

□機械掘

2

3

5

の
材
令

コ
ン
ク
リー

ト

15℃以上

5℃～15℃

5℃未満

コンクリートの

圧縮強度

■ベタ基礎　□布基礎　□独立基礎　　試験掘　□有　■無

施　工　法杭　種

□ＲＣ□ＰＲＣ

□ＰＨＣ□Ｈ鋼

材　料

PRC(□　種□　種□　種)

PHC(□Ａ種□Ｂ種□Ｃ種)

鋼材　□SS400　□SKK400

　　　□STK490

４．地業工事

Ａ種

セ
メ
ン
ト
の
種
類

備　考

Ａ種

早強ポルト

ランドセメント

種類

部位

12

15

10

16

6 8

6

10

5

8

43

設計基準強度の50％

28

28

100％

28

25

28

85％

17

設計基準強度の

ランドセメントＡ種 Ａ種

シリカセメント

Ａ種

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

Ａ種

シリカセメント

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

せ　き　板

早強ポルト

スラブ下、はり下

ランドセメント

はり下

早強ポルト

ランドセメント

スラブ下

普通ポルト

支　　　柱

ランドセメント

普通ポルト高炉セメント

□高強度せん断補強筋は、JIS Ｇ 3137に規定されるＤ種１号適合品とする。

代行業者名とは、試験、検査に伴う業務を代行する者をいう。

50 604010 20 30

Ｎ
値

深
度

(6)屋上付属物

□ホイスト    kN

Ｙ方向ルート　1-(許容応力度計算)

継手工法

□氷畜熱槽    kN

捨てコンクリート

土間コンクリート

基礎、基礎梁

柱・梁・床・壁

土間コンクリート

押えコンクリート

□Ａ種　□Ｂ種　□Ｃ種

(2)コンクリートブロック(ＣＢ)

(3)鉄　　筋

適　用　箇　所

■普通

□13.5、□16、□18

厚　□100　□120　□150　□190

□普通、□軽量

種　類 使用箇所径

□18、□21、□24、□27

□18、□21、□24、□27

□18、□21、□24、□27

□18、■21、□24、□27

設計基準強度 Fc = N/m㎡

■普通

■普通

■普通

□普通、□軽量

□普通、□軽量

□普通、□軽量

種　類

18

18

18

18

スランプ cm

□倉庫積載床用      N/m2

□門塀

(7)特別な荷重

(8)付帯工事

(9)増築計画

２．使用構造材料

(1)コンクリート

(10)構造計算ルート

□高架水槽    kN

■無□有（                   ）

Ｘ方向ルート　1-(許容応力度計算)

□キュービクル    kN

□□擁壁 □

□リフト    kN

□受水槽    kN

□□

□広告塔

14

外部
21

建物内部

備  考

15

16

17

18

19

20

○備考

試験機関名　未定

代行業者名　未定

(3)型　枠

コメント

○孔内水位

ＧＬ－　　ｍ

○支持地盤、地層及び深さについての

表層部全体に入念な締め固めをおこなう

 7

11

 8

 9

10

12

13

 2

 3

 4

 5

 6

 1

(2)鉄　筋

○位置図

□壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＷＰＲＣ)

構造設計標準仕様

   建築場所

■木造(Ｗ)

(1)工事名称

(2)工事種別

(3)構造種別

(4)階　数

(5)主要用途

１．建築物の構造内容

□補強コンクリートブロック造(ＣＢ) □鉄骨造(Ｓ)

□ (3)地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある

(4)ボーリング標準貫入値、土質構成（基礎・杭の位置を明記すること）

土　質

(2)地盤調査計画

標準貫入試験

□無（調査予定　□有　□無 ）

３．地　盤

(1)地盤調査資料

○調査地番

(1)コンクリート

適用は■印をとする。

（都知事登録第　　　号）

■施工はJASS5による。

別紙による

(日)

□鉄筋コンクリート造(ＲＣ)

□鉄骨鉄筋コンクリート造(ＳＲＣ)

□プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＰＲＣ)

□壁式鉄筋コンクリート造(ＷＲＣ)

□エレベータ   人乗( ロープ式  ,  油圧式 ）

□ISベース（S-06参照）

□頭付スタットボルト

深さ GL-0.25ｍ　　　　　

■耐久設計基準強度　Fd　　■一般　□標準　□長期

■セメントは、JIS R5210の普通ポルトランドセメントを標準とする。

■調合計画は、工事開始前に工事監督者の承認を得ること。

■寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打ち込み養生、

■フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で(財)国土開発技術センターの

管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに

から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料

撮影した写真(カラー)を保管し承認を得る。

■構造体コンクリートについて、現場の圧縮強度試験供試体(JASS5T-603)は、現場水中養生または

現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

また、打ち込み量が150ｍ3を超える場合は、150ｍ3ごとまたは、その端数ごとに１回を標準とする。

１回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。

３本を用いる。

なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当たり６本以上とし、そのうち４週用に

■ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリートの

自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート

圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における

打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が25℃未満の場合は150分、25℃以上の場合は120分以内とする。

■鉄筋は、JIS Ｇ3112の規格品を標準とする。施工はJASS5(2009)による。

■鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは

「鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)(2)」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)(2)」

による。

□Ｄ19未満は、すべて重ね継手とする。継手(Ｄ19以上)をガス圧接とする場合は、日本圧接協会

「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

200箇所ごと)に１回行い、１回の試験は５本以上とする。

外観検査　□有　□無、　引張試験　□有　□無、　超音波試験　□有　□無

□柱の帯筋(ＨＯＯＰ)の加工方法は、□Ｈ型(タガ型)□Ｗ型(溶接型)□Ｓ型(スパイラル型)とする。

第４条の試験機関で行うこと。

■材料　合板厚　12m/mを標準とする。

■型枠存置期間

■コンクリートはJIS認定工場の製品とし、施工に関してはJASS5(2009)による。

□

□

□SR235

□

注）2　大ばり、支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

注）3　支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）4　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注）5　支柱の盛りかえは、小ばりが終わってから、スラブを行う。

一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

注）6　上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

□ボーリング調査　□静的貫入試験　■標準貫入試験　□水平地盤反力係数の測定

□土質試験　　　　□物理探査　　　□平板載荷試験　□試験堀（支持層の確認）

(2)杭基礎　　支持層－

地下    階    地上 １ 階    

■ボーリング調査　□平板載荷試験　□水平地盤反力係数の測定

□液状化判定　　　□現場透水試験　□ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ試験

□鋼管□摩擦杭

□先端羽根付き鋼管杭

□埋込み(セメントミルク工法)

□打ち込み

□ジオミキシングトップ工法

□

□ＢＨ□深礎

□場所打ち

■有（■敷地内　□近隣 ）

■アンカーボルト

■SS400　　　Ｍ12,16 Ｌ＝400～600mm　　ナット（□シングル、□ダブル）

□SSC400　□

構造設計標準仕様書

５．鉄筋コンクリート工事

Ｓ－０１

関の山車会館地域交流施設新築工事

三重県亀山市関町中町５３１

博物館

□13.5、■18

□18、■21

□18、■21

□コンクリート及び鉄筋の試験は、「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要網」

■特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

■諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

■必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

５cm以上を原則とする。

■各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

■設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

■床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の３倍以上かつ

６．設備関係

７．その他

■重ね継手

（　　　　　　）

□ガス圧接継手

D10～D16

D19以上

□特殊継手

壁,スラブ,基礎梁

(1)直接基礎

(3)地盤改良　（セメント系固化材を用いた工法による改良）

工法　（■浅層混合処理工法　　　　□深層混合処理工法）

改良範囲、仕様（計測、試験等含む）は構造図（Ｓ－２７）による

載荷試験　■有　□無長期許容支持力度　30kN/m2

■新築    □増築    □増改築    □改築



図面番号縮尺工事名称
日

付 考

備
図面内容

関の山車会館地域交流施設新築工事亀山市

SD295B
lo30dフックつき25dまたは 10dかつ25dフックつき L1 受筋として壁内に

圧接面

部　　　　位

屋根スラブ

非耐力壁
床スラブ

15dフックつき

重ね継手（下図のいずれかとする）

1.4d以上

(4)　軽量コンクリートの場合は、１０mm増しの値とする。

(2)　耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

(3)　コンクリートの品質および施工方法に応じ、工事監理者の承認

注）(1)　耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

３．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

２．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

１．末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

５．鉄筋径の差が７㎜を超える場合は、圧接としてはならない

４．D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

(5)　（　）内は仕上げがある場合。

基　礎　・　擁　壁

　　　４０㎜とすることができる。

　　　を受けて４０㎜とすることができる。

　　　　　３０㎜とすることができる。

柱･はり･床スラブ･耐力壁

擁　　　　　壁

かぶり厚さ

土に接しない 柱
部分

土に接する
部分

は　り
耐力壁

a≧400

(4)　かぶり厚さ（単位：mm）

ひびわれ誘発目地部など鉄筋
のかぶり厚さが部分的に減少
する箇所についても最小被り
厚さを確保する。

1.5L1以上

ガス圧接の形状

圧接継手

3㎜以下

θ d d

L1

1.1d以上

θ>80ﾟ

SD345

継　手

40dまたは
30dフックつき18 以下

STP □-D10-200@

L
2

×印は幅止め筋

第一あばら筋は柱面より配筋する

つり上げ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太い鉄筋か、

又は、同サイズを２本巻きとする

スラブ厚が180以上のときは、ダブル配筋とする。

ハンチを設け定着を確保する

(3)　土間コンクリ－ト

(6)　べた基礎スラブの定着

20d20d

(2)　　あばら筋、腹筋、幅止めの配置

上端筋継手範囲40(30)

70

50

屋　外

屋　内 40

50

50

(2)

(3)

60

40

40

30

(1)

(4)

(4)

最少かぶり厚さ

30(20)

屋　内

設計かぶり厚さ

（mm）

30

約0.5L1

（mm）

20

屋　外 40 (1)

L
2

L
2

L2

上端筋継手範囲

下端筋継手範囲

つり上げ筋

15d 15dL1

lo/4

(1)-2　布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）

lo/4

d/4以下

圧接面圧接面

dd

d/5以下

L1

外端部

L2

※

35dフックつき
45dまたは15㎝以上

※
L2

※上端主筋の定着は、やむを得ない場合、上向きとすることができる

内端部
lo

lo/2 lo/4

L2

L2

※

15d15d
（継手範囲）

lo/2 lo/4

L1

L
2

※

L
2

600

(5)　打継ぎ補強（ダメ穴打継面について）

(ｲ)　設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2L1以上

(ﾛ)　無筋部分D10-@200長さ800以上

10d

(7)　土間コンクリート

D10-@200

D

D13

b　間仕切壁との交叉部

D13-@200ダブル

250

2-D16

1
2
0

D16

1200x600以下

L1

D10-@200

折曲D10-@200

a　軽作業の土間

2D

(4)　釜場

D10-@150

2D

D

中央 500 500

D13

2D

500

2D

中央
500

D16

DD
以

下

L1

D10-@200

2-D16L1

L1 2
0
0

D1
0-
20
0@

D
≦

H
≦

2
D

H

4
0
0

D13

D13

150

200

1-D13

イナズマ筋　D10-@200

1-D13を入れる。

15
0D10-@200

1-D13

SR295B. SD345

SR235. SD295A

(2)　鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度90ﾟ以下

SR235. SD295A

SR295B. SD345

定着の長さ

d

8d以上(※4d以上)

小　梁

25dフックつき

ｄ：異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径　　Ｄ：部材の成　　Ｒ：直径

ST：あばら筋　HOOP：帯筋　S.HOOP：補助帯筋　φ：直径又は丸鋼

＠：間隔　ｒ：半径　ＣＬ：中心線　ｌｏ：部材間の内法距離　ｈｏ：部材間の内法高さ

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(木造用)

(1)　構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

ＳＤ２９５Ａ、ＳＤ２９５Ｂ、ＳＤ３４５のＤ１６以下は３ｄ以上、

スパイラル筋

普通、軽量コン

（N／ｍ㎡）

クリートの設計

基準強度の範囲
鉄筋の種類

SR235

SD295A

一般（L2）

35dフックつき

45dフックつき

35dまたは

21 ～ 36

18 以下

21 ～ 36

(3)　鉄筋の定着および重ね継手の長さ

d

R 上記以外の鉄筋

Ｄ１９以上は、４ｄ以上

図

R

d

鉄筋の種類

帯　　筋

による呼称

あばら筋

鉄筋の使用箇所

折曲げ内法寸法Ｒは、ＳＲ２３５は３ｄ以上、

図

鉄筋の余長

余長

R R
余

長

6d以上(※4d以上)4d以上

d d

(1)　鉄筋末端部の折曲げの形状

２．鉄筋加工、かぶり

折曲げ角度 180ﾟ 135ﾟ

１．一般事項

補助筋

（増打するときは事前に設計者、及び工事監理者と打合せのこと）

（採用するときは事前に設計者、及び工事監理者と打合せのこと）

３．基　礎の末端部またはスラブと同時に打ち込

(1)　定着および継手

５．床　板

a　片持床スラブ

(2)　床板段差

D19以下

20d(両側)

(1)-1　独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）

35dフックつき

45dフックつき

特別の定着及び

40dまたは

（L1）

重ね継手の長さ

スラブ

15㎝フックつき

下ば筋（L3）

４．地中梁

外端部

6d以上

8d以上

19φ～25φ

28φ～32φ

D29～D38

D19～D25

16φ以下

D16以下

4d以上

※上端主筋の定着は、やむを得ない場合、上向きとすることができる

内端部

40d(片側)

CL

捨フープ

b

鉄筋の折り曲げ

3d以上

内のり寸法(R)区分

16φ以下

19φ以下

D16以下

※片持スラブ上端筋の先端

鉄筋の径による

a

2
0
d
以

上

(2)　杭基礎

【フック付】

むＴ形およびＬ形梁のキャップタイに

キャップタイ

8
d
以

上

dR

余
長

のみ用いる。

45ﾟ

D1

(1)　直接基礎

b

2
0
d
以
上

余長4d

かぶり厚さ

【フック無し】

斜め筋3-D13以上

主筋間隔は200以下

主筋間隔の1.5倍かつ
300以下

CL

d D

ベース筋

a=D1+2dの範囲

bの範囲

15d

肩筋D13以上

D10-@150

10dかつ150以上

D

D13
L1端部

D

D
以
下

端部
D16

L1

L1

標準継手位置

B

B

C

継手位置は原則として下表による。

短辺・長辺方向

長辺方向

短辺方向
上端筋

下端筋 A

C

15d

AC

D13L2

1
0
d
以
上

８．ＲＣ階段

【スラブ式階段部詳細図】

　　上端増打コンクリ－ト補強と同様とする。

H

D≦
H
≦

2
D

３．腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合せる。

４．D≧400の場合は補強筋を３本とする。

l
X
/
4

D

a300

lX/4

b　一般床スラブ

バ－サポ－ト

75～100L2 60

25d
A

C

BA

C

lX/4

A

lX

D10(9φ)@300以内

D10(9φ)@1000以内で割り付ける

1200≦D

幅止め筋

腹筋

補助筋

巾止メ筋

l
Y

l
X
/
4

D10

補助筋

あばら補強筋

梁(2)

4d

(3)　あばら筋の型（注、床版がない場合は、135°以上のフックとする）

(4)　幅止め筋の本数、加工

(6)　鉄筋のフック（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックをつける。）

粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25以上

丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上

ａ：丸鋼　ｂ：あばら筋･帯筋　ｃ：煙突の鉄筋

ｄ：柱・梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

ｆ：その他、本配筋標準に記載する箇所

折曲け゛角度９０゜はスラブ筋・壁筋90ﾟ

ｅ：単純梁の下端筋

異形鉄筋

あき

間隔

d0 d 0

(5)　鉄筋のあき

梁

間隔

あき

丸　鋼

dd

柱

図の◎印の鉄筋の重ね継手の

末端にはフックが必要

b　SRCの場合

(ﾛ)　フックの位置は a にあっては交互、 b にあってはスラブ側とする。

4-D10(9φ)2段

2-D10(9φ)1段600≦D＜900
腹筋

900≦D＜1200

D＜600不要

幅止め筋

4
d

(ｲ)　原則として a のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で

　　　両側床版付（Ｔ型）梁で C 又は b とすることができる。

8
d

6d

8
d

4
d

4
d

1
8
0
°
曲

げ

D

6d

b 6da 6ddC 6d

６．人通口補強
e

8
d

【片持ち階段部詳細図】

1-D13

補強筋 D10
スターラップと同ピッチ

【立上り補強要領】

3
0
0

a

あばら補強筋

※基礎リスト参照

７．梁増打コンクリ－ト補強

１．補強筋は、梁主筋の１段落し径（D16以上）とする。

２．あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチとする。

５．aは100～200程度。

７．ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。

６．梁下端増打コンクリ－トの場合も

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(木造用)

(2)　記号

Ｓ－０２

***

基礎断面による

*

*



図面番号縮尺工事名称
日

付 考

備
図面内容

関の山車会館地域交流施設新築工事亀山市

45×45

　（ロ）アンカーボルトの芯出しは、型板を用いて基準墨に正しく合わせ、

　　２．床板の種類は，厚さ１２mm以上の構造用合板又は挽板等を用いる。

　　１．耐力壁線に囲まれた隅角部には必ず火打ばり４５×９０を挿入する。

　（イ）筋かいを設けた耐力壁の部分は両端の柱の下部に近い位置とする。

　（ロ）構造用合板を張った耐力壁の部分は上記の（イ）に準ずる。

　（ハ）隅角部、土台継ぎ手及び土台仕口箇所の端部は右図による。

　（イ）アンカーボルトのコンクリート基礎への埋込み長さは

　　　　適切な機器などで正確に行う。

　　　　Ａ－６０、Ａ－７０（Ｍ１６）については３６０mm以上、

　　　　Ａ－４０（Ｍ１２）については２５０mm以上とする。

　　　　ただし、土台･大引き間隔は９１０mm以下とする。

　（ニ）上記イ～ハ以外の部分においては間隔２ｍ以内とな

　（ハ）アンカーボルトの保持は，型板を用いるなどして正確に行い、

　（ニ）アンカーボルトの保持及び埋込みは鉄筋などを用いて組み立て、

　（ホ）アンカーボルトは、衝撃などにより有害な曲がりが生じないように取り扱う。

　　　　枠の類に固定して、コンクリートの打ち込みを行う（ねじ部の損傷、さびの発生、

　　　　汚損を防止するために布、ビニールテープなどで巻いて養生を行う）。

　　　　適切な補助材で型枠の類に固定して、コンクリートの打ち込みを行う。

　　　　移動、下部の振れなどのないように、十分固定する。

床版

受材

☆床火打ばりは省略できる。

105×105

床ばり

受け材

【受け材で固定する方法】

ｂ．根太と床ばり、胴差の上端高さが異なる場合の施工方法

床ばり

２
５

０
㎜

以
内

釘
の

ピ
ッ

チ
洋室和室

構造用合板

1
25
5

構造用合板

2
8

2
8

【際根太】

甲乙梁

床版（構造用合板）

☆床火打ばりは省略できる。

甲乙梁

構造用合板

２．アンカーボルトの施工

甲乙梁

（構造用合板）

　　　　るような位置とする。

　　　　　　　床ばり・胴差・受け材等に４周平打ちする。

隅角部では柱があるため構造用合板の
コーナーを欠いて釘打ちする。

ａ．床ばり、胴差の上端高さが同じ場合の施工方法

　　・釘打ち－構造用合板の釘打ちはＮ７５を用い釘打間隔１５０mm以下で甲乙梁又は

床ばり，胴差に留めつける。

　　・張り方－構造用合板を千鳥張りとする。構造用合板の継手は梁上で突きつけ継ぎとする。

柱
胴差

床ばり
１．アンカーボルトの配置

構造用合板の張り方の例（千鳥張り）

甲乙梁

　　　　　　そのサイズは３×６版とし小間切れしたものは使用しない。

２．断面寸法１０５mm×１０５mm以上の床ばりを１，８２０mm内外の間隔にはり間方向またはけた行

１．床下地板は構造用合板２４㎜以上を使用し、合板の四周辺は床ばり、胴差または受け材等に固定する。

（床の剛性は耐力壁線に囲まれた構面を単位に考える）

木造構造標準図(1)

　　方向に配置する。

ｃ．１階がころび根太の施工方法

火打土台45×90土台 筋かい90×45

ホールダウン金物

土台

座金付きﾎﾞﾙﾄ

締め代(30mm程度)

土台

座金付きボルト(M16W)

15
0m

m内
外

アンカーボルト

六角ボルト(M12)

ホールダウン金物

又はラグスクリュー(LS12)

アンカーボルト土台

910

150250 150250基礎

柱

アンカーボルト

座金付きボルト(M16W)

25
0m

m内
外

又はラグスクリュー(LS12)

六角ボルト(M12)

15
0m

m内
外

ホールダウン金物

1,820

基礎 250 150

(M16W)

土台

座金付きﾎﾞﾙﾄ

250

(M16W)

150

筋かい90×45

ホールダウン金物

柱

1,820

土台

締め代(30㎜程度)

ｂ．座金付きボルト（Ｍ１６Ｗ）を用いて土台と柱を緊結する場合

アンカーボルト 間柱

横架材

床根太

挽板

土台

アンカーボルト

M16

六角ボルト(M12)

ホールダウン金物

又はラグスクリュー(LS12)

150 150基礎

横架材

間柱

アンカーボルト 土台

締め代(30mm程度)

M16

又はラグスクリュー(LS12)

150基礎

ホールダウン金物

六角ボルト(M12)

150

筋かい90×45

土台

ホールダウン金物

ａ．ホールダウン用アンカーボルトを用いて直接基礎に緊結する場合

挽板

910

柱

間柱

横架材

土台

ホールダウン金物

筋かい90×45

間柱

柱

横架材

３．床板又は床下地板の施工方法

　　・種類－厚さ２４mm以上の構造用合板を用いる。

　　・床組は９０×９０mmを標準とした，甲乙梁を

　　　９１０mm以下に設ける。

　　　ただし，床ばり間隔は１，８２０mm以下とする。

　　・床ばり，胴差の仕口補強

　　　柱と床ばり・胴差，床ばりと胴差の仕口は，金物，

　　　ボルトにより十分緊結補強する。

根太は床ばり，胴差に大入れ落しこみ釘２Ｎ７５斜め打ちとするか，又は根太受け金物等を用いて

この場合構造用合板を床ばり、胴差に釘で直ばりすることが重要である。

ただし，隅角部では柱があるため構造用合板のコーナーを欠いて釘打ちする。

床ばり，胴差に際根太を受材とし、Ｎ９０釘打ち間隔２５０mmで平打ちする。

また，床ばり，胴差の際に際根太又は受け材を添えつけ構造用合板の四周辺を固定する。

　　３．床根太の寸法は４５×４５mmを標準とし，その根太間隔は３０３mm以下とする。

アンカーボルト(M16) アンカーボルト(M16)

M12M12

M12

M12

M12

M12

M12

M12 M12

M12

M12M12

M12

M12

M12

M16M12M16M12M16

M16

M12

M12

木構造標準図（１）

１．水平構面の剛性が十分期待できる床の施工（剛な床組）

２．柱と基礎（土台）の緊結

Ｓ－０３



図面番号縮尺工事名称
日

付 考

備
図面内容

関の山車会館地域交流施設新築工事亀山市

g

横架材
h

片筋違い たすき掛け筋違い

間柱筋
違
い

横架材
d

e

f柱

軸組図 番号 軸組の種類

木造構造標準図(2)

90×90以上  柱同寸筋違い

 9φ以上    鉄筋筋違い

15×90以上  貫筋違い

30×90以上  三ツ割筋違い

45×90以上  二ツ割筋違い

筋違耐力壁の幅･高さ比高さ/幅≦3.5

木構造標準図（２）

5.03.0

2.0

2.0

3.0

4.0

1.0

1.0

1.5

2.0

たすき片

軸組倍率

令第４６条第３項の軸組と同等以上の耐力の軸組の種類と倍率（告示１１００号）

(1)通し柱は、次のいずれかによる。

イ) １階から３階に達する通し柱とする場合

ロ) １階から２階までの通し柱と２階から３階までの通し柱を組合せて使用する場

合、当該通し柱と管柱とは接合金物で緊結する。

(2)通し柱に代わる管柱の補強

ホールダウン金物の取付は、次による。

を取り､六角ボルト､ラグスクリュー等で各々取付ける。

ロ) ホールダウン金物は相互に六角ボルトを用い緊結する。

イ) 上階の柱および下階の柱にホールダウン金物を用い、柱の下部及び上部に締め代

Ｓ－０４

３．軸組の種類と倍率

  ４.通し柱

ホールダウン金物

ホールダウン金物

（出隅部）

六角ボルト
(M12又はM16)

柱(下階)

柱(上階)

ホールダウン金物

ホールダウン金物

（一般部）

六角ボルト
(M12又はM16)

胴差(床梁)

締め代 30㎜程度

締め代 30㎜程度

締め代 (30㎜程度)

六角ボルト(M12又はM16)

ホールダウン金物

ラグスクリュー(LS12)
六角ボルト(M12)又は

締め代 (30㎜程度)

胴差

ホールダウン金物

柱(上階)

柱(下階)

六角ボルト(M12)又は
ラグスクリュー(LS12)

Ｌ

火打ちばり
90mm角

はり

火打ちばり

Ｌ

※Ｌは750mm前後が望ましい。

  ５.火打ち梁、鋼製火打ちの施工方法

鋼製火打ち

はり

火打ち金物
(ＨＢ)

材面から

胴差 六角ボルト
(Ｍ12)

平くぎ
(3-ZF55)

7
0
0
(
6
0
0
)

700(600)

(4)垂木の寸法は45×45mmを標準とし、その垂木間隔は、455mm以下とする。

(1)種　類：厚さ9mm以上の構造用合板を用いる。そのサイズは出来るだけ大きいまま

(2)張り方：構造用合板の長手方向を垂木と直交させる。構造用合板の継手は垂木上で

　　　　　 突きつけ継ぎとし、継目下に受け材(45*45㎜以上)を設ける。

(3)釘打ち：構造用合板の釘打ちはN50を用い、釘打ち間隔150mm以下で垂木又は梁・母

　　　　　 屋・受け材等に平打ちする。

　　　　　 軒桁･母屋･棟木の上面に垂木を載せ、垂木の側面から軒桁･母屋･棟木の上

　　　　　 面に対してN75釘2本を斜め打ちとする。

イ) 垂木転び止めなしの場合

(勾配の角度30度以下:倍率　0.7倍　/　勾配の角度30度超え:倍率　0.5倍)

太めくぎ　4-ZN40
ST-12
ひねり金物

150
〃

〃
〃

〃
〃

垂木

構造用合板

2-N75斜め打ち

　タルキック長さ(L)、取り付け

※垂木幅は45㎜以上とし、

(東日本パワーファスニング)
タルキック(ST-12同等性能)

化粧垂木の場合

　方法などはメーカー説明書参照。

　　　　　 とし、小間切れにしたものは使用しない。

  ６.勾配屋根水平構面の仕様

にN75釘4本(表2本と裏2本を千鳥配置)を斜め打ち。

ロ) 垂木転び止めありの場合

(勾配の角度30度以下:倍率　1.0倍　/　勾配の角度30度超え:倍率　0.7倍)

転び止めは、軒桁･母屋(垂木の継目載る母屋)･棟木の上面の垂木と垂木の間に、

垂木と同断面の転び止め材を載せ、転び止め材の側面から軒桁･母屋・棟木の上面

ひねり金物

垂木転び止め材

垂木

構造用合板

150
〃

〃
〃

〃

2-N75斜め打ち

桁梁･母屋・棟木

N75

構造用合板

垂木転び止め材

構造用合板7.5mm以上

N50-150@

N50-150@

ハ)下屋屋根構面と合板耐力壁取合部

N50-150@

構造用合板9mm以上

(1)小屋火打ばり：火打ばりは耐力壁線に囲まれた隅角部には必ず設ける。

(3)軒：軒先部は吹上げが大きくなるので、タルキと軒桁はくら金物等で緊結する。

(2)小屋筋かい及びけた行筋かい・振れ止め：小屋組の一体化を図るために、小屋束

   相互及びはり・桁にまたがる筋かい(15×90mm以上)を、釘(2-N50)にて固定する。

(4)タルキ：軒先や妻側又は棟部のタルキは吹上げが力大きく働くので、金物等で棟木

   及び母屋へ緊結する。

(5)棟木母屋：棟木と第２母屋も吹上げる力が大きくなるので小屋束に十分注意して留

   付ける。

(6)小屋束：小屋束下部と小屋ばりあるいは妻はり桁との留付けも同様に十分注意して

   留付ける。

タルキ
軒桁

母屋

棟木

小屋束

小屋梁

接合金物による緊結小屋組の各部

小屋束

小屋束
第2タルキ

第3タルキ

棟木
母屋

小屋桁(妻梁)けらばの出

第1タルキ

15090,12020

20
40

80

18

50
175

t1.6 t1.6

t1.6

t1.2

接合金物

Ｌ

Ｌ/10

軒先部の吹上げ

  ７.屋根・小屋組の耐風対策

木材の防腐防蟻措置

(1)土台

ロ)土台に接する外壁の下端には水切りを設ける。

(2)土台以外の木部の防腐防蟻措置

イ)防腐防蟻材はJASに定める保存処理性能区分K3相当以上のものとする。

   には防腐防蟻措置を施す。

(3)薬剤の品質等

イ)地面からの高さが1m以内の外壁の軸組(土台を除く。室内側に露出した部分を除く。)

　 ・製材等のJASの保存処理(K1を除く)の規格に適合するもの。

　 ・JIS K 1570(木材保存剤)に定める加圧注入用木材保存剤を用いてJIS A 9002(木質

     材料の加圧式保存処理方法)による加圧式保存処理を行った材料。

　 ・上記以外の場合は、防腐･防蟻に有効な薬剤が、塗布、加圧注入、浸漬、吹付けら

     れたもの又は接着剤が混入された防腐･防蟻処理材で、特記による。(ただし、集成

     材においては接着剤に混入されたものを除く。)

　 ・木部の防腐措置に使用する薬剤の品質は、特記による。特記がない場合は、木材保

     存協会認定の薬剤又はJIS K 1571(木材保存剤の性能試験方法と性能基準)によって

     試験し、その性能基準に適合する表面処理用薬剤とする。

　 ・木部の防腐措置及び防蟻措置に使用する薬剤の品質は、特記による。特記がない場

     合は、(社)日本しろあり対策協会(以下｢しろあり協会｣という。)又は木材保存協会

     認定の防腐･防蟻剤とし、しろあり協会制定の標準仕様書に準ずる。

　 ・塗布、吹付け、浸漬に使用する薬剤の量は、木材及び合板の表面積1㎡につき300ml

     を標準とする。

　 ・処理むらが生じることのないように上記の薬剤の範囲内の量で、2回処理以上とする。

　 ・木材の木口、仕口、継手の接合箇所、き裂部分、コンクリート及びつか石などに接

     する部分は、特に入念な処理を行なう。

イ)防腐防蟻剤を用いて工場で処理した防腐防蟻処理材

ロ)薬剤による現場処理を行う場合の防腐･防蟻薬剤の品質

ニ)現場の加工、切断、穿孔箇所等は、ハ)に準じて塗布あるいは吹付け処理を行う。

ホ)クロルピリホスを添加した薬剤は使用しない。

ハ)薬剤による現場処理を行う場合の木材の処理方法は特記による。特記がない場合は

   次による。

  ８.防腐防蟻処理

・逆せん断と引張の補強として短冊金物等を併用すること。

・柱からの持ち出し位置は、連続梁の長期荷重の反曲点付近とする。

・せん断力が大きい場合は台持ち継ぎとする。

・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。

・伝達できるMやTは母材全断面の2割以下と考えること。

   ２．曲げ応力や引張力を負担する継手：追掛け大栓・金輪・尻挟み継ぎ、鋼板挿入ドリフトピン接合

（１）横架材同士の継手

   １．曲げ応力や引張力を負担しない継手：腰掛け蟻継ぎ、腰掛け鎌継ぎ

女木
男木

継手位置

柱

腰掛け鎌継ぎ

女木

男木

アンカーボルト

短冊金物

腰掛け蟻継ぎ

女木

男木 男木

女木

台持ち継ぎ

ドリフトピン

鋼板挿入尻挟み継ぎ

金輪継ぎ追掛け大栓継ぎ

材幅の3～
3.5

倍

９．軸組構法接合部の標準仕様

・やむを得ず柱の継ぎ手を設ける場合は、曲げと軸力による複合応力の検定を行い安全性を確認する。

・伝達できるMやTは母材全断面の2割以下と考えること。

   １．せん断力が母材全断面の3割以下の仕口：（大入れ）蟻掛け

・逆せん断と引張の補強として羽子板ボルト等を併用する。

・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。

・逆せん断の補強として羽子板ボルト等を併用すること。

（２）柱の継手

（３）横架材どうしの仕口

   ２．せん断力が母材全断面の3割を超える仕口：梁受け金物

   ３．一方を片持ち梁とする場合：レベル差を設け渡り腮掛け

男木

2

3
h程度

柱

あご

女木女木

男木

羽子板ボルト

大入れ蟻掛け

梁受け金物の例

（既製品金物）
渡り顎掛け

片持ち梁

・既製品の場合は金物メーカーの許容せん断耐力の値を用い、特注品の場合は構造計算で許容せん断耐力を

　算出して安全性を確認すること。

・男木の梁せいが女木の2/3以下の場合か、仕口直下に柱がある場合には、大入れとしてもよいが、

　そうでない場合は男木のせいの2/3程度の顎をかける。

（４）柱と横架材の仕口

横架材

山形プレート

短ほぞ差し
＋

山形プレート止め

横架材

柱

長ほぞ差し

込み栓止め

・梁受け金物以外の仕口には、引張の補強として短冊金物やかね折り金物等を併用すること。

   ３．通し柱と胴差し：小胴付きほぞ差し、傾ぎ大入れほぞ差し、梁受け金物

あり掛け
大入れ

ほぞ差し
寄せ 落とし蟻

ほぞ差し

大入れ小根

扇ほぞ差し

短ほぞ差し

短冊金物

傾ぎ大入れ

かね折り金物

小胴付きほぞ差し

・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、N値計算又は許容応力度計算により、必要耐力を有する

  Zマーク金物等を併用すること。

   １．柱の上下端部：短ほぞ差し、長ほぞ差し込み栓止め

  Zマーク金物等を併用すること。落とし蟻の場合は、HD金物を用いる。

・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、N値計算又は許容応力度計算により、必要耐力を有する

                         落とし蟻又は土台をて寄せほぞ差しとする。）

                         片あり掛け柱脚部は扇ほぞ差し又は寄せほぞ差し（但し、柱勝ちの場合、

   ２．土台の出隅入隅部：土台同士は大入れ小屋ほぞ差し割りくさび締め、大入れあり掛け又は

・平12建告1460号の例示仕様又は同等品とする。

（５）筋かい端部

筋かいプレート

（同等認定品）

・Zマーク鋼製火打ち又は同等品としてもよい。

・角材を用いる場合の端部は、傾ぎ大入れ＋ボルト締めとする。

（６）火打ち、方杖

傾ぎ大入れ

ボルト（M12標準）

もや

山形プレート

小屋束

小屋梁
山形プレート

・上下横架材に深さ3mm程度大入れ＋釘N75斜め釘上部ほぞ差し、下部突き付け＋釘N75斜め釘

（８）間柱と横架材

・風圧力による引張力の補強として、山形プレート金物同等以上で固定する。

・短ほぞ差し又は長ほぞ差し込み栓止めとする。

（７）小屋束の上下端部
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Ｍ１２

90

2
2
0

2
0
0

t2.3

Ｍ１６

Ｌ（mm）：２８０、３１０、３４０、３７０

150

50

座金付きボルト

Ｍ１６Ｗ

8
0φ１６

t9.0

Ｍ１６

Ｌ

A-60､A-70

100

600､700

80

112

ＣＰ・Ｌ

アンカーボルト

ＣＰ・Ｔ

φ１６

羽子板ボルト

25

2
0
0

ＣＰ・Ｔ

ＣＰ・Ｌ

かど金物

t2.3

2
0
0

2
5

150

ＳＢ・Ｅ

ＳＢ・Ｅ

130
Ｌ

25

ＰＢ－３３

　　　　　４００、４３０

t4.5
ＰＢ－４２

ＰＢ－３３

柱脚金物

8
5

t4.5

2
5
0

90
90

鋼
　

管

63
.5

1.
5

（注）平くぎ、角根平頭ボルト及び小型角座金は、それぞれ特定の接合金物に付属する専用の接合具で、前記金物の表中に記載されている通りである。

緊結に引き寄せ金物を

土台と柱・たて枠との

400

　W4.5×40

アンカーボルト

角座金

Ａ

40

4
0

Ｍ１２

丸座金　ＲＷ９.０×９０

角座金　Ｗ９.０×８０又は

1.
5

7.14
7.14

スクリューくぎ

ＺＳ５０

1
0

4.5

50

t4.5

ＺＮ４０

太めくぎ

ＺＮ６５

ＺＮ９０

38
.1

120､150

454
5

120
､15

0

　　左ひねり）

（右ひねり及び

手違いかすがい

　　　　１５０

　ＣＣ　１２０

かすがい

　Ｃ１２０

　　１５０

5
0 6

45

120
､15

0

4
5

6

45

Ｍ１２

　４５０、４８０、５１０、５４０、５７０、６００
　３６０、３７５、３９０、４０５、４２０、４３５
　２７０、２８５、３００、３１５、３３０、３４５
　１８０、１９５、２１０、２２５、２４０、２５５
Ｌ（cm）：１１０、１２５、１４０、１５０、１６５

8.74

　Ｍ12×115

全ねじボルト

六角袋ナット

1.
9 Ｍ１２

  Ｍ１２

Ｍ１２

115

6

六角ボルト

Ｍ１２

六角ナット

88
.9

Ｌ8

10

10

φ
9
0

スクリューくぎ　ＺＳ５０

引張りをうける柱の上下の太めくぎ　　ＺＮ６５

2
5

　W6.0×54

角座金

5
4

t6.0

54

　RW9.0×90

丸座金

80

小屋ばりと軒げた、軒げた

玄関の独立柱等の柱脚

と柱、はりと柱及び胴差と

角　座　金　Ｗ４．５×４０

六角ナット　Ｍ１２

六角ボルト　Ｍ１２

ＰＢ－４２

六角袋ナット　Ｍ１２

全ねじボルト　Ｍ１２×１１５

六角ナット　Ｍ１２

または

角座金

　W9.0×80

t9.0

8
0

　Ｍ１２

　Ｍ１６

　Ｍ１６

六角ナット

六角ボルト

　Ｍ１２

40

10

φ１２
φ１６

Ｌ

24

引き寄せ金物

柱・たて枠相互の緊結に

13

t9.0

24

接　　合　　金　　物使用の

種類・記号
有　無

85 40

形　　状　・　寸　　法

90

接　　合　　金　　物

形　　状　・　寸　　法用　　　　途使　用　接　合　具

六角ボルト　Ｍ１２×１１０

使用の

有　無
種類・記号

Ｍ１６

使　用　接　合　具

（単位：ｍｍ）

用　　　　途

6
9

20

　　　　　３．真壁仕様の場合、取り付ける幅が狭い時

　　六角ナット　１－Ｍ１６

　　座金付きボルト　１－Ｍ１６Ｗ

　　六角ナット　１－Ｍ１６

　　座金付きボルト　１－Ｍ１６Ｗ

　　六角ナット　１－Ｍ１６

　　座金付きボルト　１－Ｍ１６Ｗ

使　用　接　合　具・用　途

（筋かいへ）

（用途）　１．土台と柱・たて枠の緊結　　２．上下階の柱・たて枠相互の緊結

（用途）　１．土台と柱・たて枠の緊結　　２．上下階の柱・たて枠相互の緊結

（用途）　筋かい（４５×９０mm）の柱・土台・横架材への緊結

（用途）　１．土台と柱・たて枠の緊結　　２．上下階の柱・たて枠相互の緊結

　　角座金　５－Ｗ　4.5×404
0
0

（柱・たて枠相互の緊結の金物相互へ）

（用途）　１．土台と柱・たて枠の緊結　　２．上下階の柱・たて枠相互の緊結

（柱・たて枠相互の緊結の金物相互へ）

（用途）　１．土台と柱・たて枠の緊結　　２．上下階の柱・たて枠相互の緊結

（用途）　１．土台と柱・たて枠の緊結　　２．上下階の柱・たて枠相互の緊結

2
0
0

40

t6

50

80

（土台へ）

　　又はラグスクリュー　2-LS12

（柱・たて枠へ）

　　六角ナット　２－Ｍ１２

　　六角ボルト　２－Ｍ１２

　　角座金　２－Ｗ　4.5×40

　　六角ナット　１－Ｍ１６

　　座金付きボルト　１－Ｍ１６Ｗ

80

t3.2

4
9
0

80

（柱・たて枠へ） （土台へ）

　　又はラグスクリュー　5-LS12

　　六角ボルト　５－Ｍ１２

　　六角ナット　５－Ｍ１２

　　角座金　５－Ｗ　4.5×40

　　座金付きボルト　１－Ｍ１６Ｗ

　　六角ナット　１－Ｍ１６

　　角座金　１－Ｗ　6.0×54

t2.3

160

　　六角ナット　１－Ｍ１６

　　六角ボルト　１－Ｍ１６
ＢＰ－２

　　スクリューくぎ　　５－ＺＳ５０

　　スクリューくぎ　　５－ＺＳ５０

（柱へ）

（土台・横架材へ）

2
8
0

形状・寸法

　　六角ボルト　１－Ｍ１６

　　六角ナット　１－Ｍ１６

　　角座金　２－Ｗ　6.0×54

使用の

記　号
有　無

50

6
9

筋　か　い　プ　レ　ー　ト

20

　　又はラグスクリュー　5-LS12

　　　　　３．真壁仕様の場合、取り付ける幅が狭い時

4
7
0

（柱・たて枠相互の緊結の金物相互へ）

（柱・たて枠相互の緊結の金物相互へ）

（柱・たて枠相互の緊結の金物相互へ）

（用途）　１．土台と柱・たて枠の緊結　　２．上下階の柱・たて枠相互の緊結

　　座金付きボルト　１－Ｍ１６Ｗ

（用途）　１．土台と柱・たて枠の緊結　　２．上下階の柱・たて枠相互の緊結

　　座金付きボルト　１－Ｍ１６Ｗ

　　六角ナット　１－Ｍ１６　　六角ナット　３－Ｍ１２

80

t3.2

3
1
0

80

（土台へ）

　　又はラグスクリュー　4-LS12

（柱・たて枠へ）

　　六角ナット　４－Ｍ１２

　　六角ボルト　４－Ｍ１２

　　角座金　４－Ｗ　4.5×40 　　角座金　１－Ｗ　6.0×54

　　六角ナット　１－Ｍ１６

　　又はラグスクリュー　3-LS12

　　角座金　３－Ｗ　4.5×40 　　角座金　１－Ｗ　6.0×54

80

80

t3.2

80

t3.2

2
2
0

（土台へ）（柱・たて枠へ）

　　六角ボルト　３－Ｍ１２ 　　座金付きボルト　１－Ｍ１６Ｗ

（土台へ）

　　又はラグスクリュー　2-LS12

（柱・たて枠へ）

　　六角ナット　２－Ｍ１２

　　六角ボルト　２－Ｍ１２

　　角座金　２－Ｗ　4.5×40 　　角座金　１－Ｗ　6.0×54

　　六角ナット　１－Ｍ１６

　　六角ナット　４－Ｍ１２t6　　六角ナット　１－Ｍ１６

　　六角ナット　１－Ｍ１６

　　六角ボルト　１－Ｍ１６

　　角座金　２－Ｗ　6.0×54

t6

　　角座金　２－Ｗ　6.0×54

50

6
9

　　六角ボルト　５－Ｍ１２

　　六角ナット　５－Ｍ１２

20

40 （柱・たて枠へ） （土台へ）

　　角座金　４－Ｗ　4.5×40

　　又はラグスクリュー　4-LS12

　　　　　３．真壁仕様の場合、取り付ける幅が狭い時

3
8
0

　　六角ボルト　１－Ｍ１６

　　六角ナット　１－Ｍ１６

　　六角ボルト　１－Ｍ１６

　　角座金　２－Ｗ　6.0×54

t6

50

　　　　　３．真壁仕様の場合、取り付ける幅が狭い時

　　六角ボルト　４－Ｍ１２

40

20

6
9

（柱・たて枠へ） （土台へ）

　　角座金　３－Ｗ　4.5×40

　　六角ナット　３－Ｍ１２

　　六角ボルト　３－Ｍ１２

　　又はラグスクリュー　3-LS12

40

2
9
0

（柱・たて枠へ） （土台へ）

　　角根平頭ボルト　　１－Ｍ１２

　　スクリューくぎ　　７－ＺＳ５０

　　小型角座金　　  　１－Ｗ　2.3×30

　　六角ナット　　　　１－Ｍ１２

（単位：ｍｍ）

　　六角ナット　１－Ｍ１６

　　六角ボルト　１－Ｍ１６

（柱・たて枠相互の緊結の金物相互へ）

　　六角ナット　１－Ｍ１６

（柱・たて枠相互の緊結の金物相互へ）

　　六角ボルト　１－Ｍ１６

　　六角ナット　１－Ｍ１６

　　六角ボルト　１－Ｍ１６

（柱・たて枠相互の緊結の金物相互へ）

使　用　接　合　具・用　途使　用　接　合　具・用　途

軸組工法用金物規格（Ｚ・Ｃマーク表示金物）

使用の

有　無 記　号 形状・寸法

ホールダウン金物（引き寄せ金物）

（財）日本住宅・木材技術センター

形状・寸法

（単位：ｍｍ） 使用の

有　無 記　号

ホールダウン金物（引き寄せ金物） （単位：ｍｍ）

使用する時に併用寄せ金物

を使用する時に併用

（財）日本住宅・木材技術センター

Ｓ－ＨＤ１０

ＨＤ－Ｂ２５

ＨＤ－Ｂ２０

ＨＤ－Ｂ１５

ＨＤ－Ｂ１０

を併用

基礎と土台の緊結

接合

通し柱の緊結

する時に併用

引き寄せ金物を使用

アンカーボルト（M12､M16）に

併用

（ＨＤ－Ｂ、ＨＤ－Ｎ）

に併用

Ｓ-ＨＤ１５

Ｓ-ＨＤ２０

Ｓ-ＨＤ２５

軸組工法用金物規格（Ｚマーク表示金物）

○

○

○

○

○

金物規格 Ｓ－０５

（単位：ｍｍ）

○

●

●

●

○

●

●

●

●

●

●

●

○

○



図面番号縮尺工事名称
日

付 考

備
図面内容

関の山車会館地域交流施設新築工事亀山市
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Ａ－Ａ’矢視図
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300 (70)

□115 1.5
両ネジボルト
W5/16xL126

袋ナットW5/16

2
4
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4

2-φ9

2-φ14

M16

□105

独立柱脚金物図 1:5 Ｓ－０６

M12アンカーボルト

4
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～

3
30

埋
め

込
み

長
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Ｌ＝３７０タイプ

370
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φ58.5
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□
1
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φ
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2

□
1
1
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3
0

1
5

5
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5

90
2020

1
3
1

2
5
1

1
2
0

1
0
6
.
5

77

2
0

118

2
0
.
2
5

1
8

19 26.5

Ａ－Ａ'矢視図（断面）

4-φ13

Ａ Ａ'

ダボ６カ所

(破線は奥側)

ダボ４カ所

t9

13 13

PSBP-45

φ65

４カ所
通り芯(上面刻印線)

t4.5

偏芯座金φ58（M16用）

ドリフトピン

▽コンクリート天端 ▽コンクリート天端

ＳＨ－１１８角（ステンレス装飾柱受金物）

ＳＨ－１１８角（ステンレス装飾柱受金物） 取付図

高耐力柱脚金物４５（１２０用） 取付図

高耐力フレックスアンカーボルト

高耐力フレックスアンカーボルト

高耐力柱脚金物４５（１２０用）



図面番号縮尺工事名称
日

付 考

備
図面内容

関の山車会館地域交流施設新築工事亀山市 基礎断面図 1:30 Ｓ－０７
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図面番号縮尺工事名称
日

付 考

備
図面内容

関の山車会館地域交流施設新築工事亀山市 基礎伏図
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※一般外周廻り（特記箇所を除く）はＦＧ１とする。

※一般内部　　（特記箇所を除く）はＦＧ２とする。

1:100 Ｓ－０８
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(+5)
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(+5)

FS2

(+5)

FS3

(+5)

(+5)

FS2

(+5)

アンカーボルトＭ１６を10ｍｍずらす

埋

鉄筋ＳＤ２９５Ａ

コンクリート設計基準強度

コンクリート設計基準強度２１Ｎ／mm2

アンカーボルトＭ１６（基礎直結用）

凡例（基礎伏図）

１階の柱

アンカーボルトＭ１２

取付け位置：柱芯より１５０離れ

取付け位置：柱芯より９０離れ

基礎コンクリート　Fc=２１Ｎ／m㎡

土間コンクリート　Fc=２１Ｎ／m㎡

捨てコンクリート　Fc=１８Ｎ／m㎡

ＳＤ２９５Ａ　Ｄ１０、Ｄ１３、Ｄ１６

※Ｍ１２：柱芯より２００離れ

鉄筋仕様

使用材料

(+40) …設計GLからのレベル

スラブ天端
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FS4

(-20)

符 号

スラブ配筋リスト

FS2

FS1

FS3

D13 @200(ダブル配筋)

版 厚

165

165

200

短辺方向（主筋） 長辺方向（配力筋）

D13 @200(ダブル配筋)

D13 @200(シングル配筋)

D13 @150(シングル配筋)

D13 @200(シングル配筋)

D13 @150(シングル配筋)

(+40)

(+5)

D13 @200(シングル配筋) D13 @200(シングル配筋)FS4 150

Ｆ
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３
Ａ

200

90 埋

Ｆ
Ｇ
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’

FG1A

FG1A Ｆ
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Ｆ
Ｇ
４

Ｂ

FS1

Ｆ
Ｇ

５
Ｂ

Ｆ
Ｇ

５
Ｂ

Ｆ
Ｇ

６

ＦＧ１’350

350

350350

ＦＧ３

―　断熱材敷：ポリスチレンフォーム保温板　ｔ=25

長期地耐力　３０ｋＮ/㎡ 以上



120×120

図面番号縮尺工事名称
日

付 考

備
図面内容

関の山車会館地域交流施設新築工事亀山市

ＪＡＳ規格外の使用木材について、節、腐れ、繊維の傾斜、

構造耐力上主要な部分である柱、筋交い、及び土台には

有効な防腐措置を講ずると共に、防蟻措置を講ずること。

地盤面より１メートル以内の部分において

丸身等による耐力上の欠点がないものを使用する。

屋根下地

小屋床下地

使用材料リスト

棟　木

120×120

桧

※継手位置はプレカットにより移動する場合がある

桧

構造用合板　t=12mm（釘：N50＠150）

構造用合板　t=24mm (釘：N75＠150)

無等級材

樹  種

無等級材

無等級材

杉

等級

管柱(120×120)

土台(120×120)

※特記無き管柱は桧120x120とする

通柱(120×120) 

※特記無き通柱は米松集成120x120

杉集成

E65-F225

無等級材

無等級材

無等級材

無等級材

梁

部　位

土　台

管　柱

凡例

土台継手

通　柱

母　屋

垂　木

火　打

小屋束

120×240～600

寸法（mm）

120×120

90×90

45×90 @303

120×120

120×120

無等級材

E120-F375[同一等級材]

　(E120-F375：同一等級材)とする

同一等級等級材

同一等級等級材

米松集成材

120×210まで

杉

杉
120×120

杉

杉

杉

無等級材

杉
隅　木 120×120

WW集成材

土台伏図
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特記なきホゾ寸法は３０×８５(mm)とする

鉄骨柱:H-150x150x7x10

鉄骨柱:H-150x150x7x10

鉄骨柱:100x100x3.2

鉄骨柱:100x100x3.2
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杉

120×120
120×240～120

120x240

120x240

120x240

120x240



図面番号縮尺工事名称
日

付 考

備
図面内容

関の山車会館地域交流施設新築工事亀山市

※使用する材料は全てＪＩＳ・ＪＡＳ規格品とする。

丸み等による耐力上の欠点がないものを使用する。

※ＪＡＳ規格外の使用木材について、節、腐れ、繊維の傾斜

＋羽子板ボルト×２、又は、短冊金物×２…（Ｂ）

＋羽子板ボルト、又は、短冊金物…（Ａ）とする。

火打 90x90 (杉)

管柱(120×120)

※特記なき梁は杉１２０×１２０とする

梁継手

下階管柱

凡例

腰掛け蟻、もしくは大入れ蟻掛け

　(E120-F375：同一等級材)とする

※特記無き通柱は米松集成120x120

※特記無き管柱は桧120x120とする

通柱(120×120) 

※柱:「ＷＷ集成」は120x120

　(E95-F315)：同一等級材)とする

束 120×120(杉)

小屋伏図１(軒高3200ライン)

E120-F375[同一等級材]

150(360) 210 150150(240)
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1:100 Ｓ－１０
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(
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横架材端部接合部は、腰掛け蟻、もしくは大入れ蟻掛け

横架材端部接合部による凡例…Ａ、Ｂについて

(
2
4
0
)



束

図面番号縮尺工事名称
日

付 考

備
図面内容

関の山車会館地域交流施設新築工事亀山市

※使用する材料は全てＪＩＳ・ＪＡＳ規格品とする。

丸み等による耐力上の欠点がないものを使用する。

※ＪＡＳ規格外の使用木材について、節、腐れ、繊維の傾斜

※特記なき梁は杉１２０×１２０とする

凡例

下階管柱

梁継手

E120-F375[同一等級材]

通柱(120×120) 

　(E95-F315)：同一等級材)とする

※特記無き管柱は桧120x120とする

※特記無き通柱は米松集成120x120

　(E120-F375：同一等級材)とする

※柱:「ＷＷ集成」は120x120

火打 90x90 (杉)

管柱(120×120)

束 120×120(杉)

小屋伏図２(軒高4150ライン) 1:100 Ｓ－１１

＋羽子板ボルト×２、又は、短冊金物×２…（Ｂ）

＋羽子板ボルト、又は、短冊金物…（Ａ）とする。

腰掛け蟻、もしくは大入れ蟻掛け

横架材端部接合部は、腰掛け蟻、もしくは大入れ蟻掛け

横架材端部接合部による凡例…Ａ、Ｂ、Ｃについて

腰掛け蟻、もしくは大入れ蟻掛け
＋ホールダウン25ｋＮ　　　　　　　　　…（Ｃ）

※（　）内の梁は杉集成(E65-F225)とする

※　　　　合板受け材 杉90×90以上とする

※小屋ハッチング部…構造用合板24mm

　　　　　　　　　　四周釘打ち、Ｎ75＠150以下1
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鉄骨柱

※鉄骨柱は木軸に接合金物で固定

鉄骨柱
※鉄骨柱は木軸に接合金物で固定
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―　構造用合板　24mm 貼



図面番号縮尺工事名称
日

付 考

備
図面内容

関の山車会館地域交流施設新築工事亀山市

※使用する材料は全てＪＩＳ・ＪＡＳ規格品とする。

丸み等による耐力上の欠点がないものを使用する。

※ＪＡＳ規格外の使用木材について、節、腐れ、繊維の傾斜

小屋伏図３(軒高8400ライン)

束 120×120(杉)

※特記なき梁は杉１２０×１２０とする

梁継手

下階管柱

凡例

火打 90x90 (杉)

※（　）内の梁は杉集成(E65-F225)とする
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＋羽子板ボルト、又は、短冊金物…（Ａ）とする。
横架材端部接合部は、腰掛け蟻、もしくは大入れ蟻掛け

横架材端部接合部による凡例…Ａについて

(
3
3
0
)

150

150

(360)



図面番号縮尺工事名称
日

付 考

備
図面内容

関の山車会館地域交流施設新築工事亀山市

※ＪＡＳ規格外の使用木材について、節、腐れ、繊維の傾斜

丸み等による耐力上の欠点がないものを使用する。

※使用する材料は全てＪＩＳ・ＪＡＳ規格品とする。

※特記なき梁は杉１２０×１２０とする

母屋継手

束 120×120(杉)

垂木 45x90@303(杉)

凡例

母屋伏図１(軒高3200を基準)
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図面番号縮尺工事名称
日

付 考

備
図面内容

関の山車会館地域交流施設新築工事亀山市

垂木 45x90@303(杉)

※使用する材料は全てＪＩＳ・ＪＡＳ規格品とする。

丸み等による耐力上の欠点がないものを使用する。

※ＪＡＳ規格外の使用木材について、節、腐れ、繊維の傾斜

母屋継手

凡例

束 120×120(杉)

※特記なき梁は杉１２０×１２０とする

母屋伏図２(軒高8400を基準)
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図面番号縮尺工事名称
日

付 考

備
図面内容

関の山車会館地域交流施設新築工事亀山市
(軒高3200を基準)
小屋筋交位置図１

雲筋交15x90(小屋束に2-N50釘留)

小屋筋交45x90(4-N75釘留)
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図面番号縮尺工事名称
日

付 考

備
図面内容

関の山車会館地域交流施設新築工事亀山市
(軒高8400を基準)
小屋筋交位置図２

小屋筋交凡例
上

下 小屋筋交45x90(4-N75釘留)

雲筋交15x90(小屋束に2-N50釘留)
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図面番号縮尺工事名称
日

付 考

備
図面内容

関の山車会館地域交流施設新築工事亀山市 １階金物耐力壁位置図
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２.０倍　45×90筋違いシングル

４.０倍　45×90筋違いタスキ

※上階柱脚と下階柱頭を両引きボルトで止める場合は、

※特記なき柱頭・柱脚には CP又は同等認定品を付けること。

　同等認定品とする。

下

耐力壁凡例
上

接合金物凡例

HD15…柱頭金物

ホールダウン金物25KN

ホールダウン金物20KN

耐力の大きい側の金物を使うこと。

金物リスト（Ｚ金物）

CPL同等認定品

を示す

25.0KN

10.0KN

15.0KN

3.38KN

20.0KN

HD15…柱脚金物

※HD10は座付きボルトとするかプレートタイプの

ホールダウン金物15KN

ホールダウン金物10KNHD10

HD25

CP

HD15

HD20

HD10
HD10

HD10
HD10



図面番号縮尺工事名称
日

付 考

備
図面内容

関の山車会館地域交流施設新築工事亀山市 ２階金物耐力壁位置図
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耐力壁凡例
上

接合金物凡例

HD15…柱頭金物

HD15…柱脚金物

耐力の大きい側の金物を使うこと。

※特記なき柱頭・柱脚には CP又は同等認定品を付けること。

※上階柱脚と下階柱頭を両引きボルトで止める場合は、

下 ２.０倍　45×90筋違いシングル

４.０倍　45×90筋違いタスキ

　同等認定品とする。

を示す

20.0KN

3.38KN

15.0KN

10.0KN

25.0KN

CPL同等認定品

金物リスト（Ｚ金物）

ホールダウン金物20KN

ホールダウン金物15KN

ホールダウン金物25KN

※HD10は座付きボルトとするかプレートタイプの

ホールダウン金物10KN

HD20

HD15

HD25

HD10

CP



図面番号縮尺工事名称
日

付 考

備
図面内容

関の山車会館地域交流施設新築工事亀山市 軸組図（１）

構造凡例

柱120×120

柱の有効細長比  λ＝122.69≦150

180

梁成を示す

筋交45x90

上

下

 ※最大の柱長さ4250mm

シングル(２倍)を示す

筋交45x90

ダブル(４倍)を示す

　(E120-F375：同一等級材)とする

※特記無き通柱は米松集成120x120

※特記無き管柱は桧120x120とする

※（　）内の梁は杉集成(E65-F225)とする

※特記無き梁は杉とする
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図面番号縮尺工事名称
日

付 考

備
図面内容

亀山市 関の山車会館地域交流施設新築工事 軸組図（２）

ダブル(４倍)を示す

筋交45x90

シングル(２倍)を示す

 ※最大の柱長さ4250mm

下

上

筋交45x90

梁成を示す

180

柱の有効細長比  λ＝122.69≦150

柱120×120

構造凡例

　(E120-F375：同一等級材)とする

※特記無き通柱は米松集成120x120

※特記無き管柱は桧120x120とする

※（　）内の梁は杉集成(E65-F225)とする

※特記無き梁は杉とする
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図面番号縮尺工事名称
日

付 考

備
図面内容

関の山車会館地域交流施設新築工事亀山市 軸組図（３）

ダブル(４倍)を示す

筋交45x90

シングル(２倍)を示す

 ※最大の柱長さ4250mm

下

上

筋交45x90

梁成を示す

180

柱の有効細長比  λ＝122.69≦150

柱120×120

構造凡例

　(E120-F375：同一等級材)とする

※特記無き通柱は米松集成120x120

※特記無き管柱は桧120x120とする

※（　）内の梁は杉集成(E65-F225)とする

※特記無き梁は杉とする
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図面番号縮尺工事名称
日

付 考

備
図面内容

関の山車会館地域交流施設新築工事亀山市 軸組図（４）

ダブル(４倍)を示す

筋交45x90

シングル(２倍)を示す

 ※最大の柱長さ4250mm

下

上

筋交45x90

梁成を示す

180

柱の有効細長比  λ＝122.69≦150

柱120×120

構造凡例

　(E120-F375：同一等級材)とする

※特記無き通柱は米松集成120x120

※特記無き管柱は桧120x120とする

※柱:「ＷＷ集成」は120x120

　(E95-F315)：同一等級材)とする

※（　）内の梁は杉集成(E65-F225)とする

※特記無き梁は杉とする
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図面番号縮尺工事名称
日

付 考

備
図面内容

関の山車会館地域交流施設新築工事亀山市 軸組図（５）

ダブル(４倍)を示す

筋交45x90

シングル(２倍)を示す

 ※最大の柱長さ4250mm

下

上

筋交45x90

梁成を示す

180

柱の有効細長比  λ＝122.69≦150

柱120×120

構造凡例

　(E120-F375：同一等級材)とする

※特記無き通柱は米松集成120x120

※特記無き管柱は桧120x120とする

※（　）内の梁は杉集成(E65-F225)とする

※特記無き梁は杉とする
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図面番号縮尺工事名称
日

付 考

備
図面内容

関の山車会館地域交流施設新築工事亀山市 軸組図（６）

ダブル(４倍)を示す

筋交45x90

シングル(２倍)を示す

 ※最大の柱長さ4250mm

下

上

筋交45x90

梁成を示す

180

柱の有効細長比  λ＝122.69≦150

柱120×120

構造凡例

　(E120-F375：同一等級材)とする

※特記無き通柱は米松集成120x120

※特記無き管柱は桧120x120とする

※（　）内の梁は杉集成(E65-F225)とする

※特記無き梁は杉とする
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図面番号縮尺工事名称
日

付 考

備
図面内容

関の山車会館地域交流施設新築工事亀山市 軸組図（７）

ダブル(４倍)を示す

筋交45x90

シングル(２倍)を示す

 ※最大の柱長さ4250mm

下

上

筋交45x90

梁成を示す

180

柱の有効細長比  λ＝122.69≦150

柱120×120

構造凡例

　(E120-F375：同一等級材)とする

※特記無き通柱は米松集成120x120

※特記無き管柱は桧120x120とする

※（　）内の梁は杉集成(E65-F225)とする

※特記無き梁は杉とする
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